
―７― ―６―りくぜんたかた市議会だより 第１１１号 ＲＩＫＵＺＥＮＴＡＫＡＴＡ ＣＩＴＹ ＣＯＵＮＣＩＬ ＮＥＷＳ　№１１１

　

質
問　

国
土
強
靭
化
地
域
計
画

を
策
定
す
る
必
要
性
の
認
識
は
。

　

答
弁　

国
土
強
靭
化
に
関
す
る

施
策
の
推
進
は
、
大
規
模
自
然
災

害
等
に
備
え
る
た
め
、
事
前
防
災
・

減
災
と
迅
速
な
復
旧
、
復
興
に
資

す
る
施
策
の
総
合
的
、
計
画
的
な

実
施
が
重
要
で
あ
り
、
国
際
競
争

力
向
上
に
資
す
る
。
大
規
模
自
然

災
害
の
リ
ス
ク
等
を
踏
ま
え
て
、

地
域
の
強
靭
化
を
総
合
的
か
つ
計

画
的
に
推
進
す
る
こ
と
は
、
住
民

の
生
命
と
財
産
を
守
る
の
み
な
ら

ず
、
経
済
社
会
活
動
を
安
全
に
営

む
こ
と
が
で
き
る
地
域
づ
く
り
を

通
じ
て
、
地
域
経
済
の
成
長
に
も

資
す
る
も
の
で
あ
り
、
極
め
て
重

要
な
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　

質
問　

今
後
、
計
画
策
定
の
見

通
し
は
。

　

答
弁　

近
年
の
災
害
が
多
発
、

頻
発
す
る
状
況
を
踏
ま
え
、
国
が

３
カ
年
で
集
中
的
に
実
施
す
べ
き

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
対
策
を
「
防
災

環
境
整
備
に
努
め
て
ま
い
り
た

い
。

令和元年台風 19 号による被害（横田町）

国
土
強
靭
化
地
域
計
画
策
定
は

　
　
　

極
め
て
重
要
と
認
識
し
て
い
る

・
減
災
、
国
土
強
靭
化
の
た
め
の

３
か
年
緊
急
対
策
」
と
し
て
示
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
分

野
の
多
く
を
占
め
る
建
設
部
門
に

特
化
し
た
地
域
計
画
の
素
案
を
本

年
度
に
作
成
し
、
次
年
度
に
全
体

的
な
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
と

し
、
段
階
的
な
策
定
と
し
て
ま
い

り
た
い
。　

就
労
支
援
の
在
り
方
は

　

質
問　

生
涯
現
役
促
進
地
域
連

携
事
業
を
推
進
す
る
際
の
課
題
と

そ
の
取
り
組
み
は
。

　

答
弁　

高
齢
化
率
が
年
々
上
昇

し
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
、
全

国
の
高
齢
化
率
は
、
28
・
１
％
で

あ
る
が
、
本
市
は
、
39
・
０
％
と

大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。
一
方
で
、

本
市
の
65
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対

象
と
し
た
第
７
期
介
護
保
険
事
業

計
画
の
基
礎
調
査
に
お
い
て
、
週

１
回
以
上
「
収
入
の
あ
る
仕
事
」

を
し
て
い
る
人
は
、
17
・
４
％
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　

高
齢
者
が
就
労
し
や
す
い
仕
組

み
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
高

齢
者
の
雇
用
機
会
の
拡
大
が
期
待

で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
安

定
し
た
雇
用
を
生
み
出
し
て
い
く

交
流
人
口
拡
大
戦
略
は

　

関
係
者
で
さ
ら
な
る
議
論
が
必
要

　
　

質
問　

観
光
事
業
と
、
ま
ち
づ

く
り
活
動
を
両
立
し
た
「
観
光
ま

ち
づ
く
り
」
と
い
う
概
念
が
大
切

だ
が
ど
う
か
。

　

答
弁　

陸
前
高
田
の
一
番
の
強

み
は
、
震
災
を
き
っ
か
け
に
し
た

つ
な
が
り
。
全
て
の
市
民
が
自
分

ご
と
と
し
て
、
観
光
に
携
わ
っ
て

く
だ
さ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　

質
問　

リ
ピ
ー
ト
客
が
生
ま
れ

る
た
め
に
は
、
感
動
体
験
が
鍵
と

な
る
。
中
心
部
だ
け
で
な
く
、
陸

前
高
田
全
域
で
市
民
と
の
交
流
が

必
要
で
は
。

　

答
弁　

震
災
後
、
外
部
の
人
と

市
民
の
交
流
が
活
発
に
さ
れ
る
素

地
が
あ
る
。
市
民
の
受
け
入
れ
態

勢
が
あ
る
の
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
。

市
民
か
ら
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
が
継

続
的
に
生
ま
れ
る
こ
と
が
重
要

だ
。
コ
ン
テ
ン
ツ
の
コ
ン
テ
ス
ト

を
し
て
、
行
政
が
支
援
す
る
こ
と

も
今
後
可
能
か
も
し
れ
な
い
。

事
業
へ
の
資
金
。
成
果
チ
ェ
ッ
ク
の
意
義
は

　

質
問　

成
果
の
チ
ェ
ッ
ク
は
大

な
ど
デ
ー
タ
分
析
を
行
っ
て
い
く

予
定
で
あ
る
。

※
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）

…
国
連
が
定
め
た
２
０
３
０
年
ま
で
の
具

体
的
行
動
指
針
。
本
市
は
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未

来
都
市
」
に
県
内
で
初
め
て
選
定
さ
れ
て

い
る
。

日常生活の中の交流（広田町）

本
市
の
「
観
光
ま
ち
づ
く
り
」
は

　

市
民
と
の
交
流
を
軸
に
全
域
で
行
う

切
だ
。
目
的
、
指
標
、
事
業
の
結

び
つ
き
の
可
視
化
は
。

　

答
弁　

現
在
、
個
別
事
業
の
実

施
計
画
は
あ
る
が
、
事
業
評
価
の

点
で
は
不
十
分
。
総
合
計
画
の
各

目
標
に
ど
う
つ
な
が
る
か
、
意
識

し
て
事
業
の
指
標
の
設
定
を
し
た

い
。

　

質
問　

新
し
い
事
業
に
は
多
領

域
と
の
連
携
を
要
す
る
も
の
が
あ

る
。
横
断
的
な
体
制
づ
く
り
へ
の

準
備
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

機
構
改
革
を
し
て
、
横

の
連
携
に
も
努
め
て
い
る
。
た
だ
、

現
状
が
完
璧
で
は
な
い
の
で
、
必

要
に
応
じ
て
協
議
体
な
ど
を
つ

く
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
。

地
域
経
済
循
環
の
重
要
性
は

　

質
問　

経
済
循
環
は
環
境
、
社

会
と
い
う
意
味
で
も
と
て
も
重
要

だ
が
ど
う
か
。

　

答
弁　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
も
関
連
し

重
要
な
観
点
だ
。
本
市
は
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
地
域
循
環
か
ら
取
り
組

ん
で
い
る
。

　

質
問　

経
済
循
環
率
な
ど
の
指

標
を
測
定
、
現
状
把
握
す
る
こ
と

で
ま
ち
づ
く
り
に
い
か
す
こ
と
は

ど
う
か
。

　

答
弁　

外
貨
獲
得
具
合
、
域
内

調
達
率
、
消
費
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト

木村　聡 
（とうほく未来創生）

上空から見た中心市街地

松田 修一
（碧　い　風）

畠山 恵美子
（とうほく未来創生）

　

質
問　

交
流
人
口
拡
大
戦
略

は
、
予
定
ど
お
り
本
年
度
内
に
策

定
で
き
る
か
。

　

答
弁　

戦
略
は
、
観
光
の
み
な

支
援
を
有
効
に
活
用
し
て
検
討
を

進
め
て
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

国
の
支
援
は
必
要
で
あ

る
。
議
論
を
進
め
る
中
で
し
っ
か

ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
産
業
の
関
係
者

が
自
ら
の
も
の
と
し
て
納
得
し
て

推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。
現
在
、

ア
イ
デ
ア
を
洗
い
出
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
関
係
者
で
さ
ら
に

議
論
す
る
時
間
が
必
要
で
あ
る
。

　

質
問　

戦
略
の
推
進
組
織
と
し

て
Ｄ
Ｍ
Ｏ
（
観
光
地
経
営
組
織
）

を
創
設
し
、
一
元
的
に
効
率
よ
く

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
を
行
う
こ
と
が
有
効
で
は
な
い

か
。

　

答
弁　

Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
有
効
性
は
認

め
る
が
、
関
係
者
で
策
定
内
容
を

検
討
す
る
中
で
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
必
要

性
も
含
め
て
、
策
定
後
の
推
進
体

制
の
在
り
方
を
見
極
め
て
い
く
。

　

質
問　

国
は
、
地
方
創
生
に
向

け
て
情
報
、
人
材
及
び
財
政
的
な

支
援
の
方
針
を
示
し
て
い
る
。
策

定
内
容
、
ま
た
、
策
定
後
の
推
進

体
制
の
在
り
方
も
含
め
て
、
国
の

り
と
検
討
す
る
。

新
年
度
予
算
の
編
成
方
針
は

　

質
問　

令
和
２
年
度
の
当
初
予

算
編
成
に
当
た
り
、
基
本
的
な
考

え
方
及
び
重
点
施
策
は
い
か
に
。

　

答
弁　

復
旧
・
復
興
事
業
の
完

遂
を
目
指
す
予
算
編
成
と
し
、
復

旧
・
復
興
関
連
以
外
の
事
業
は
、

効
果
や
効
率
性
の
観
点
か
ら
、
見

直
し
と
経
費
節
減
を
行
い
、
限
ら

れ
た
財
源
で
最
大
の
効
果
が
得
ら

れ
る
よ
う
努
め
る
。
ま
た
、
復
旧
・

復
興
事
業
を
重
点
施
策
と
捉
え
、

集
中
し
て
取
り
組
む
。

　

質
問　

予
算
編
成
に
当
た
っ
て

は
、
将
来
的
な
財
政
収
支
の
均
衡

を
考
え
つ
つ
、
全
て
の
事
務
事
業

を
ゼ
ロ
か
ら
見
直
し
、
無
駄
を
省

き
、
施
策
の
「
選
択
と
集
中
」
を

図
る
必
要
が
あ
る
が
、
い
か
な
る

方
法
で
事
務
事
業
の
評
価
を
実
施

し
て
い
る
の
か
。

　

答
弁　

全
て
の
事
務
事
業
の
成

果
を
確
認
し
、
適
正
な
事
業
規

模
、
内
容
等
を
精
査
す
る
こ
と
に

よ
り
、
事
務
事
業
の
総
合
的
な
評

価
・
検
証
を
行
っ
て
い
る
。

　

質
問　

事
務
事
業
の
評
価
結
果

を
公
表
す
る
予
定
は
な
い
か
。

　

答
弁　

事
務
事
業
評
価
は
、
予

算
編
成
の
中
で
行
っ
て
お
り
、
公

表
し
て
い
な
い
が
、
今
後
、
公
表

の
在
り
方
も
含
め
検
討
す
る
。

※


